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■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉
⾹港古式 蜜汁チャーシュー重
グランプリ

ジューシーでご飯が進むチャーシューの味が素晴らしい

チャーシューはもちろん、⽣姜の⽢酢漬けが美味しい

蜜汁からイメージしやすいジューシーさと⽢みが良い
脂分が程よく、男性にも⼥性にも受ける優しい味わい
たっぷりサイズのボリュームでお腹がいっぱいになる

エコを意識しているが、ご飯がくっつき⾷べ残しが出てしまう
少し⾷べ飽きる味のため、味変要素が欲しい
好みの問題となるが、やや⽢みが強いと感じる

⾼級感のある⽊の折り箱だが、ご飯がくっついて⾷べにくい

ネーミングから商品のイメージがつきにくい
蜜汁、⾹港古式等についてパッケージでも説明が欲しい
開けた時のインパクトが⼤きい反⾯、開ける前の情報が乏しい

開けた時に⾶び込んでくるビジュアルの美しさ

シンプルで⾼級感を感じるパッケージが素敵である

第79回（2024年9⽉）

3.9% 5.9%

2.0% 2.0%

2.0%

点数分布として95点以上が60％と過半数を、グランプリ基準となる
90点以上が87%を占め、審査員の全員が80点以上の⾦賞評価以上と
⾼い評価となっています。結果、総合評価94点でグランプリ受賞と
なりました。
Webアンケート1からは9割以上の⽅が、商品へ関⼼を持つことが確
認でき、アンケート3からもターゲット客層が多いことが⾒て取れま
す。2の価格については、通常ネガティブ反応が多くなる中、好印象
を得ており、受け⼊れられやすい価格帯であることが⾒て取れます。
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95%

92%

91%

90%

90%
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全要因において87%以上のバランスの良い⼤きな六⾓
形となっています。中でも味や⾹りなど五感からなる
商品⾃体の魅⼒を表す「内部的要因」が95%、ネーミ
ングやパッケージから構成される「外部的要因」が
92%、「市場要因」が91%と⾼い評価を得ています。
まず第⼀に商品の持つ味覚に対する評価を筆頭に、
ネーミング・パッケージ及びターゲット市場の選定と
価格についての⾔及が多く、多⾓的に評価を集めてい
ることが⾒て取れます。
⼀⽅で「素材・安全性・その他」については87%と、
相対的に低い評価となっています。こだわりの林SPF豚
を使⽤し、保存料・着⾊料を利⽤しない中で評価が低
めに出ているのは、お客様相談室やクレーム対応に対
する評価と、衛⽣管理において第三者認証を獲得して
いないことに対する不安感によるものです。専⾨窓⼝
の⽤意や、第三者認証の獲得は安⼼感につながるため、
今後売り上げが拡⼤していく中で、取り組み事項とし
て検討頂ければ幸いです。課題を改善し、さらなる⾶
躍を期待します。

まずはじめに、林SPF豚や厳選⽶等のこだわりの⾷材を⽤い、マーケットに受けられやすい価格帯で
上質なお弁当を販売され、ヒット商品を作り上げた御社のチャレンジと功績に⼼から敬意を表します。
御社の絶え間ない努⼒から⽣まれた本商品・⾹港古式 蜜汁チャーシュー重は、上品なパッケージから感
じられる商品への期待、開いた時に⽬に⾶び込む強いビジュアル、チャーシューの上質さ、ボリューム
たっぷりであるにも関わらず⼿に取りやすい価格帯であること等、今後の法⼈お弁当マーケットの中で、
強い存在感を⽰すであろうことが期待できる商品です。

審査会のコメントでは「ジューシーでご飯の進むチャーシューの味」、「味付けが程よく、⼥性受け
も良いと感じる」、「本場感があるがクセが抑えられており、⽇本⼈向けで美味しい」等、チャー
シューの味覚に対するポジティブな評価が多く⾒られました。また、「⽣姜の⽢酢漬けの美味しさ」、
「味⽟と⼭椒がアクセントになって、飽きずに⾷べ切れる」等、付け合わせに対するポジティブなコメ
ントも⾒て取れました。その⾷味の良さが内部的要因で95%と、圧倒的に⾼い評価に繋がっていること
が⾒て取れます。

味覚に対する評価にとどまらず「⾼級なパッケージで、商談等でも活⽤しやすい」、「シンプルで⾼
級感を感じるパッケージ」等、パッケージに対する評価と「開けた時に⾶び込んでくるビジュアルの美
しさ」、「商品の絵⼒が強い、惚れ惚れするビジュアル」等、お弁当の⾒た⽬に他する評価も数多く⾒
られました。ボリュームと⾦額に対する評価コメントも多く⾒られ、外部的要因で92%、市場要因で
91%を獲得しています。
ほとんどが好意的な評価な中で、少数でありますが改善要望や不満点も上がっています。その多くは

⽊の折り箱についてです。⽊の折り箱については「⾼級感が感じられる」、「⽊の⾹りも⾵味として楽
しめる」等のポジティブなコメントが多い中で、「ご飯がくっつく」というコメントが複数名から挙げ
られています。エコやサステナブルを感じる⼀⽅で、ご飯を残さざるを得ない状況となってしまったこ
とが、私個⼈としても⾷材を無駄にしている感覚が芽⽣え残念に感じました。⽊の良い部分を残しつつ
も、⾷べやすさ・使いやすさも同時に追求頂けると良いかと感じます。
当該商品は味覚に対する⾼い評価を軸に、パッケージ・ボリューム・価格等幅広い評価を得ています。
必要な改善を加えることで、今まで以上に多くの消費者へ価値を届け、お弁当の定番としてさらに⾶躍
することを期待しています。



ジャパン・フード・セレクション 審査レポート

美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

⼒強い⾁々さを感じる、野趣溢れ
る⾚さ

ジューシーさを期待させる、うっ
すらと透明度のある脂⾝

じっくり焼かれた落ち着いた⾁の
トーンと、味⽟の明るさの対⽐

チャーシューは1⼝で⾷べられる
サイズだが、存在感あり

厚み、⼤きさは⾁によってばらつ
きあり

本場のチャーシューを想像させる
⾒た⽬、形状

⽊の折り箱による、⼤地を感じる
⾹り

本場感のある焼かれた印象を与え
る⾹り

適度な焦げ感を期待させる匂い

たくさんの成分が調和した⾹り

優しく包み込まれるような匂い

本場⾹港で丁寧に焼かれたチャー
シューの連想

⾒た⽬は⽇本的な煮豚のようなチャーシューと異なる、本場⾹港のじっくり焼かれたチャーシュー
で、”本場感”を強く感じられました。また⼤量にチャーシューが並ぶ姿はとても強い印象を与え、⾷べる
前から満⾜感を期待させます。⼤きさはチャーシューごとにややばらつきがありますが、1⼝で⾷べ切れ
るサイズとなっており、他⼈がいるところで⾷べることが多いであろうお弁当の喫⾷シーンに合わせた形
状であると感じました。

お弁当を開いた時に感じたのは、⽊箱由来の⼤地を感じる⾹りです。同時に本場感のある多少の焦げ感
を感じる⾁由来の⾹りが追ってやってきます。⽊箱由来の懐かしさと、チャーシューによる本場の⾹りで、
その昔⾹港で⾷べたチャーシューを連想させ、早く⾷べたいという衝動に駆られます。タレの匂いや、⽢
酢由来のちょっとした酸味感も、美味しさへの期待値を上げてくれます。

視覚・聴覚の両軸から”本場”を感じられることで、⾹港で味わった楽しさを思い起こし、美味しいに違
いないという期待感が⽣まれました。⾷べる前から、様々な期待を引き出すことのできる上質なお弁当で
あると感じます。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

⽢酢による、アクセントとなる適
度な酸味

焦げ由来による僅かな苦味

噛み締めるほど感じる旨味

タレ由来である、ご飯との相性が
考えられた⽢み

味に輪郭を与えるわずかな塩味

⾁好きなら誰もが好きになる万⼈
受けする味

焦げから感じる⿐腔をくすぐる匂
い

冷えてはいるが、⾁らしさを感じ
る柔らかさを保つ温度

しっとりとした柔らかな印象

⽔分が適度に保持された柔らかさ

⻭切れの よい粘り気、弾⼒があ
る 
⾁々しいややざらっとしたテクス
チャー

⾁を噛み切る⼼地よい⾳

ガツガツが似合うがっつり感

⾷前感で感じた本場感への期待値を裏切らない、⼝に含んだ瞬間から感じる焼いた⾷感と、タレによる
⼤地の芳醇さを感じる⾹りを感じました。冷めているけれど程よい柔らかさを保ち、⼼地よい喉越しも味
わうことが出来ます。噛むほどに⾁の旨味が増し、その奥にほんのりと感じる塩味と、焦げ由来の僅かな
苦味は、「もっと⾷べたい」という衝動に駆られます。⻭ごたえもよくもちっとした弾⼒があり、美味し
い⾁を⾷べているという満⾜感を得ることができました。

そのまま⾷べても⼗分に美味しさを感じられますが、タレを⾜すことでさらに満⾜感が上がります。基
本五味の中では、タレ由来の⽢味が中⼼的な役割を占めています。⽢味にややマスクされた印象はありま
すが、わずかに感じる酸味・苦味・塩味が、より⽴体的な味の組み⽴てとなるよう作⽤しており、奥⾏き
のある味に仕⽴てられています。

⾹港古式と銘打たれている本商品は、本場感を感じるのはもちろんのこと、⽇本向けにアレンジされた
⾷べやすさも同時に感じます。お⾁たっぷりでガッツリした印象が強いものの、付け合わせの⽣姜の⽢酢
漬けと⼭椒で、重さもなく⾷べ切ることができました。他のお弁当にない本場感を押すことで、お弁当の
1つの定番となりうるポテンシャルを感じます。



ジャパン・フード・セレクション 審査レポート

美味しさ分析レポート3

⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

⾁とタレによる野趣溢れる旨味と、⽢酢と⼭椒による爽やかさ
が、また⾷べたいという気持ちを思い起こします。

⽇本⼈向けにアレンジされているものの、⾒た⽬・味共に本場
感を存分に印象付ける。

⾹港に遊びに⾏った際の、あのチャーシューを⾷べた感覚を得
ることができる。

⾁をたくさん⾷べることで、体の奥底から元気になれる印象を
与えてくれる。

五味 評点

酸味 1

苦味 2

うま味 4

⽢味 4

塩味 1

広義の味 評点

幸せを感じる味 4

がっつりを感じる味 5

本場感のある味 5

懐かしい味 4

また⾷べたい味 4

五感 評点

視覚 4

聴覚 3

触覚 5

味覚 5

嗅覚 3
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

本場⾹港スタイルのじっくりと焼かれたチャーシューは、⾒た⽬・味・⾹り共に⽇本の煮豚形式のチャー
シューとは明確に違う”本場感”を感じられる味に仕上がっています。⾁そのものの味もさることながら、サ
イドに添えられた⽣姜の⽢酢漬け、⼭椒と組み合わせることで、⾒た⽬以上にさらっと⾷べられ、重さを感
じさせないお弁当になっています。

弁当に合わせた、1⼝で⾷べられるサイズに切られた⾁も好印象で、定番お弁当の⼀⾓となりうるポテン
シャルを感じました。

蜜汁というネーミングから感じるジューシーさは、商品をよく表しているネーミングであると感じます。
パッケージはシンプルながら⾼級感を感じ、会議等の場で使いやすいお弁当に仕⽴てられています。松の⽊
の折り箱も⾒た⽬そして匂いによって、⾼級感を下⽀えしており好印象です。

⼀点課題があるとすると、⽊の折り箱のため湿度の低い環境等でご飯がくっつきやすい点です。パッケー
ジからエコやサステナブルを感じる⼀⽅で、ご飯粒の⾷べ残しが発⽣し、エコに反する印象を受けました。
パッケージの⾼級感を保ちながらも、対応を検討頂きたい点です。

統計上からみて、⾁好きな⽇本⼈は増え続けています。あらゆる⾁商品が⼀般化する現状でも、お⾁とお
弁当のバリエーションはさほど多くなく、ステーキ丼・焼き⾁丼・すき焼き⾵の⽜丼・やきとり弁当以外に
選択肢が少なく、特に豚⾁に関してはほぼプレイヤーがいない状況と感じます。また⾁系のお弁当は1500円
越えが多い中、1200円と⼿が伸びやすい価格帯であることも、素晴らしいポジショニングだと感じます。

⾁好きに対して強い印象を与えることができる商品です。⾁のお弁当市場における定番商品を⽬指して頂
きたいです。

上述の通り、ポジショニングの良い商品で、かつ⾷味にも優れた素晴らしいお弁当となっています。その
お弁当を宅配系のお弁当市場で勝負する戦略も理にかなっていると感じます。宅配弁当市場における⼤きな
存在感を占める商品になりうるポテンシャルを⼗分に感じます。広報予算も、この領域を拡⼤するために活
⽤されているのも素晴らしいです。

懸念点があるとすれば、専任の広報担当者がいないことです。拡⼤が⾒込める商品であると感じますの
で、専任を雇い、相性のよいであろうSNSへの露出増を期待しています。

⾹港古式や蜜汁というネーミング、お弁当市場で他の⾁と⽐較した際にプレイヤーが少ない豚⾁に特化し
ている点、また⼿に取りやすい価格帯等、ポジショニングに優れた商品です。また開けた際の華やかさもあ
り、ビジュアルに強い点もブランディングのしやすさを感じます。

SNSとの相性は間違いなく良い商品であるため、うまく活⽤いただくことで、今以上にこの商品を広げる
きっかけづくりができるのではないかと感じます。⾷べてみたい！気持ちを引き起こさせるコミュニケー
ションを期待しています。

厳選された林SPF豚、厳選されたお⽶、保存料・着⾊料の未使⽤と、美味しいだけでなく、安全性も伝わ
る商品設計です。現状その安全性の⾼さを感じさせるコミュニケーションは⾏われていないようですが、広
く伝えて良い情報であると感じます。

1点懸念として感じるのは、お客さま相談窓⼝とクレーム窓⼝がないことです。代表が全て⾏われていると
のことですが、専⽤窓⼝があることは安⼼感につながります。今後広げていく過程で、体制の整備を⾏い、
より消費者が安⼼して買える体制を整えていただくことを期待します。
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